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強化委員長 野口 友輔（都府西）
強化副委員長 菅田 貴幸（大東一）
監督 戸田 竜司（東京）
BKコーチ 倉上 俊 （目黒学院）           
FWコーチ 畠山 和真（駒沢大）
S&Cコーチ 田原 茂行（パフォーマンスゴールシステム株）
トレーナー 桑田 敦史（ボディーハーブ）
総務 鈴木 淳 （都墨田工）

2024-U18 ALL TOKYO 

Coaching Staff 



＜直前合宿＞ 2024年9月30日（月）〜10月4日（木）
＜宿泊場所＞ 旅館 日の出温泉
＜練習場所＞ 山梨学院大学G

＜国スポ＞ 2024年10月4日（木）〜10日（木）
＜宿泊場所①＞ ホテル・アマンディ（10/4〜7）
＜宿泊場所②＞ 龍登園（10/8〜10）
＜試合会場＞ SAGAサンライズパークボールフィールド

2024-U18 ALL TOKYO 

国スポ直前合宿・本戦



2024 Slogan

IKUSA

東京都代表としての、意地とプライドをすべてかけて戦う



・東京都代表選手としての自覚とプライドを持ち日常生活を送る

・仲間とのコミュニケーションを大切にする

・常に礼儀・規律意識を高く保つ

・整理整頓を徹底し、生活の質を高い位置で保つ

U18 ALL TOKYO
Mind Set（心構え）

人間力を高め、常にチームが成長する選択をし続ける



U18 ALL TOKYO
Game Design（ゲームデザイン）

24点（３トライ・３G・１PG）を目指す

相手を３トライ以内に抑えることを最優先にプレーする

最優先事項はディフェンスシステムの理解とタックルの精度を高める



風林火山
風 のようにしなやかに素早く、迅速に動き
林 のように動くべきではない時は静観し
火 のように行動する時は烈火の如く大胆に激しく
山 のようにどっしりと構えて守るべき時は動かず、状況変化を狙う

2024-U18ALLTOKYO
Game Style 



選択と徹底
個人がやれることより、チームとしてやる事を最優先にかつ「徹底」する

Quality
基本プレーの質



第78回国民スポーツ大会（SAGA2024）
国スポ・メンバー 50名スコッド・メンバー



2回戦
Vs愛知県

シードのため、2回戦からの出場となり前半はやや緊張も
あり、主導権を握れないまま後半へ。
後半からは東京都の強みを全面に押し出し、接点や
セットプレーで圧力をかけて、トライを重ねることが出来、
結果的に42-10で勝利をする事ができました。
シードという難しい初戦を、乗り越えた事がチームとしては
次に繋がる試合となり、準決勝へいい経験をする事が出来た。



準決勝
Vs島根県

島根県は石見智翠館高校の単独チームで、3月の全国選抜大会では
準優勝のチーム。攻守ともに完成度が高く、特にアタックでは
ボールをワイドに動かす速さは全国トップクラス。
東京都はブレる事なく、ディフェンスシステムとタックルを軸に
ゲームプランを立て、相手のミスをスコアへ繋げるプラン。
前半から攻め込まれ、厳しい場面もあったがディフェンスで凌ぐ。
前半終了間際に、50m程のペナルティキックをFB中村（目黒）が
決めて、8-7で前半を終える。後半はワイドにボールに動かす
プランに変更し、トライを立て続けに取り大きくリードをしたが
ラスト7分で３本トライを奪われる。ラストワンプレーで東京都が
キャプテン齊藤（東京）が勝利を決定づけるトライを取り、
ノーサイドとなり、決勝進出を決めた。



決勝
Vs奈良県

奈良県は御所実業高校の単独チーム。
東京都として、勝利して「日本一」を必ず獲るという思いを
選手・スタッフがもち、最高の準備をして決勝戦に挑み
ました。前半は中々試合の主導権がお互い掴めないまま、
前半は0-10というリードを許し折り返す。後半に巻き返しも
図るも、ミスや反則もあり流れを取り戻す事はできず、
１トライを返し、最後まで攻め続けるも奈良県のディフェンスの
壁を突破することが出来ず、ノーサイドを迎えました。
選手全員が最後まで東京都代表としての、プライドを持って
プレーし、諦める事なくやりきりました。勝利をする事が出来ません
でしたが、とても価値ある試合になったと思います。



結果



日程 DAY

6月21日（金） DAY1 チームトレーニング（２h）

6月28日（金） DAY2 チームトレーニング（２h）

7月12日（金） DAY3 チームトレーニング（３h）

7月13日（土） DAY4 チームトレーニング（３h）

8月18日（日） DAY5 関東ブロック予選直前合宿（山梨県）（２h）

8月19日（月） DAY6 関東ブロック予選直前合宿（山梨県）（４h）

8月20日（火） DAY7 関東ブロック予選直前合宿（山梨県）（４h）

8月21日（水） DAY8 関東ブロック予選直前合宿（山梨県）（４h）

8月22日（木） DAY9 関東ブロック予選直前合宿（山梨県）（４h）

8月23日（金） DAY10 関東ブロック予選（1回戦）Vs千葉県 39-15 Win

8月24日（土） DAY11 中日

8月25日（日） DAY12 関東ブロック予選（決定戦）Vs栃木県 26-12 Win



日程 DAY

9月30日 DAY13 国スポ・直前合宿（山梨県）

10月1日 DAY14 国スポ・直前合宿（山梨県）

10月2日 DAY15 国スポ・直前合宿（山梨県）

10月3日 DAY16 国スポ・直前合宿（山梨県）

10月4日 DAY17 佐賀県へ移動日

10月5日 DAY18 国スポ・練習

10月6日 DAY19 国スポ・前日練習・会場見学

10月7日 DAY20 国スポ・2回戦（vs愛知県）42-10 Win

10月8日 DAY21 国スポ・中日（練習）

10月9日 DAY22 国スポ・準決勝（vs島根県）35-26 Win

10月10日 DAY23 国スポ・決勝（vs奈良県）5-38 Lose



関ブロ・国スポ（分析）
Game Design（ゲームデザイン）

24点（３トライ・３G・１PG）を目指す

相手を３トライ以内に抑えることを最優先にプレーする

千葉県 39-15
栃木県 26-12

愛知県 42-10
島根県 35-26

奈良県 5-38

試合数：５試合
得点 ：147得点 （Av：29得点）
失点 ：101失点 （Av：20失点）

①奈良県との決勝以外はディフェンスに大きな崩れはなく、
ゲームプランとディフェンス力が結果に繋がった。

②セットプレーの強み（スクラム・ラインアウト）で圧力



第78回国民スポーツ大会を終えて

各加盟校におかれましては、今年度もU18オール東京の強化活動に多大なるご理解と協力を賜り、
誠にありがとうございます。6月からスタートしたU18オール東京の活動ですが、国スポ関東ブ
ロック予選（山梨県）、国スポ（SAGA2024）への選手派遣にご協力をいただきまして誠にありが
とうございます。

今年のU18オール東京のスローガンは「戦ikusa」を掲げ、「日本一奪還」を達成すべく活動して
参りました。結果は国スポ「準優勝」という悔しい結果で終えましたが、関東ブロック予選の厳し
い戦いを乗り越え、国スポでもベスト４に残る全国強豪の単独チームにどう勝つか？をテーマに挑
んだ準決勝の試合ではオール東京らしいディフェンスとコンバイドチームを超えたチームの一体感
を感じた試合でした。選手たちは、オンザフィールドとオフザフィールドでしっかり信頼関係を築
いた事が大きかったと思います。6月の初回活動から国スポ決勝戦まで、23日間の活動を実施させ
て頂いた背景には、施設を提供してくださった学校関係者はじめ、関東ブロック予選・国スポの直
前合宿では宿泊先や山梨学院大学のグラウンドお借りし、山梨学院高校さんと合同練習などをさせ
て頂きました。沢山の方にこの活動が支えられ、国スポの結果に繋がったと思います。また、東京
都体育協会・ラグビー協会の関係者皆さまにも感謝を申し上げ、2024年度国民スポーツ大会のご報
告とさせていただきます。本当にありがとうございました。（監督：戸田竜司）



沢山の応援をありがとうございました。

-戦-(完）
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